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通的に用いることができる分析ツールや名寄せ機能を開発・

提供する役割も期待されると考える。 

 
図９ 代行機関向け大規模解析プラットフォームの施策例

秘密計算技術の活用
医療等データのような個人情報を扱うシステムは、データ

ベースのミドルウエアやネットワークなどのセキュリティに対し

て充分な配慮を行うと同時に、個人情報の漏洩に対する運用

面での対策も必要不可欠となる。ここでは、更に、秘密計算

技術 1)の活用を提案したい。 
前節で述べたように、センター化された代行機関で解析を

実施したり、改正個人情報保護法に則って独自に収集した

医療等データに対して解析を実施する場合、データベースの

管理者や解析者は生の個人情報を直接扱う可能性が非常に

高い。このため、悪意を持った内部解析者が個人を特定した

り、外部に漏洩したりするリスクが少なからず存在する。 
このようなリスクを減らすために、複数の異なる管理者から

なるＤＢに分散してデータを配置し、活用時に再合成して解

析したり、データ自体は暗号化された状態のままで解析を行

うような秘密計算技術を活用することが期待される。秘密計算

を行うと通常よりもかなり時間がかかってしまうが、機微情報を

扱う上でのリスクを減らすために、大規模高速計算システムと

組み合わせて、このような技術の活用を検討すべきと考える

（図１０参照）。 

 
図１０ 秘密計算の適用例

おわりに
主要な医療等データについて、データの収集・蓄積・活用

の観点で調査を行った。さらに現状の医療等データに関して、

悉皆性、目的、発生源等の切り口で俯瞰図や比較表を作成

すると共に、有識者へのヒアリング等を通じて、医療等データ

の活用の現状、医療等データ間の相互利用が実現した場合

の利活用意向、想定される課題等を整理した。 
また、複数の医療等データを扱って臨床研究などを行うユ

ースケースを想定し、そのような研究を促進するための運用

上の要素を取り上げた。最後に、これらの調査結果を踏まえ

て、利用促進に向けた対策案を提案した。 
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The review of outcome definition (phenotyping) to detect diseases 
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Nowadays, “phenotyping”, the procedure for patient identification with specific diseases or pathological status 
by using EHR, administrative and claims data and information from physical examination, has been in widespread 
use. In US, various phenotyping algorithms are sorted out in “Human Phenotype Ontology” or “Phenotype 
Knowledge base”. In Japan, AMED, MIHARI Project and MID-NET Project have created the various outcome 
definitions throughout phenotyping. As the use of MID-NET system in public starts in FY 2018, it is extremely 
important to immediately sort out these outcome definitions. Therefore, we collected and reviewed the outcome 
definitions studied in these Project and the literatures of JAMI. Twenty-seven outcome definitions were found in 
this study. The largest number of disease or syndrome was those of “metabolism or endocrine system”. It was 
likely that the disease with the complicated pathological status or specific features reduces PPV unlike the disease 
named as an abnormal laboratory result. We need the further collection and fixing of the outcome definitions. Also 
we are going to improve these definitions by applying machine learning methods. Our efforts must be helpful for 
new MID-NET users and the other DB projects. 

Keywords: phenotyping, outcome definition, outcome, adverse effects 
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